
令和３年度 小樽支部活動報告 

研究主題 

心豊かに学び、達成感を感じる体育活動の創造 

１ 研究の概要 

全国体力・運動能力調査の結果から本道の子どもたちは体格で全国平均を上回っており、小樽市にお

いては、全道平均をも上回っている。体力の面においては、小学校男子が全道・全国の平均値を上回り、

中学校男子が全道の平均値を上回る結果になったが、小中学校いずれも女子は全国・全道の平均値を下

回る結果になった。 

学校体育においては、生涯体育・スポーツと「健やかな体」を育むことを目指し、児童・生徒が進ん

で運動に親しむ習慣や能力、意欲、態度を身に付け、生涯にわたり明るく生活を営むための基盤づくり

を行う指導を充実させることが大切である。 

そこで本研究会では、昨年度に引き続き研究主題を「心豊かに学び、達成感を感じる体育活動の創造」

とし、本市の体力の現状及び学習指導要領の趣旨を踏まえ研究を進めることとした。 

また、子ども達の体力の向上を図るためには体育授業を中心とした指導方法の工夫改善を行うこと

や児童・生徒が進んで体を動かせる環境づくりを進め、学校の教育活動全体を通じた指導の充実が不可

欠である。また、小中が連携して指導の継続性や系統性を押さえた指導が重要でありこの点を踏まえた

研究を目指すこととした。 

 

２ 今年度の研究の取組 

(1)研究授業の実施 

＜授業研究の視点＞ 

①主体的・対話的で深い学びの創出 ②関心・意欲の向上と達成感の感受 ③体力の向上 

 

３ 今年度の研究の実際（公開研究授業） 

日時 １１月１６日（火） 場所 小樽市立長橋中学校 授業者 宮崎 貴宣 教諭 

 単元名 球技「バレーボール」「バスケットボール」 

 本時の目標 

⑴ バレーボールのまとめのゲームへ向けてチームで練習に取り組み、技能を向上させることができ

る。                                  【バレーボール】 

⑵ チームでの練習をゲームに活かすとともに、仲間と協力してゲームに取り組むことができる。 

【バレーボール】 

⑶ 自己の能力を確認し、自らの課題を見つけ、改善点や工夫を考えることができる。 

【バスケットボール】 

⑷ 自ら見つけた課題の解決へ向け、グループで協力し、粘り強く取り組むことができる。 

【バスケットボール】 



 本時の学習評価 

⑴ ゲームへ向けてチームで協力し、練習に取り組むことができていたか。 

⑵ ゲームやゲームの運営に、仲間と協力して取り組むことができていたか。 

⑶ 自らの課題を見つけ、改善点や工夫を考えることができていたか。 

⑷ 自らの課題に対して、粘り強く取り組むことができていたか。 

 

 取り組み内容 

今年度は、新採用及び若手教員対象の研修のみの実施となり、従来の研究授業とは異なるかたちで

の実施となった。一般的な研究授業の資料（指導案等）は準備しなかったが、参加者にとって学びの

多い公開研修授業及び座談会となった。 

【公開研究授業】 

「バレーボール」については、３年間で習得した成果をゲームで発揮するためのチーム練習とゲー

ムでの交流といったまとめの授業を参観した。授業で身に付けたスキルの高さにも感心したが、ゲ

ーム前のチーム練習を効率化する場の設定など、若手教員にとって学びの多い参観となった。 

「バスケットボール」では、導入の授業として、昨年までの既習内容（シュート）についてのグル

ープ学習であった。ＩＣＴも活用し、仲間と役割を交代しながらスキルアップを目指す内容であっ

たが、同時に若手教員へ向けた評価についての演習を行う内容となった。 

【座談会】 

評価についての演習の結果と、日頃の実践についても交流することができた。また「新学習指導要

領と保健体育の評価」についても資料が配布され、説明を受けることができた。 

４ 研究の成果と今後の課題 

予定されていたものとは異なる内容での実施となったが、授業研究の視点と結び付きのある授業を

参観することができ、また、若手教員へ向けた内容が盛り込まれた大変有意義な研修となった。 

成果としては、以下の内容が挙げられる。 

①「課題解決へ向けた主体的・対話的で深い学び」 

・個々の課題を把握しやすい学習カードへの取組と、グループでの対話的で深い学びの場を創出

するタブレットＰＣの活用【バスケットボール】 

② 種目の特性に触れる授業づくり 

・個々とチームの技能を生かしたまとめ（ゲーム）【バレーボール】 

・技能の特性を振り返り、課題解決へ向けた取組【バスケットボール】 

③ 体力の向上を意図した授業 

・グループでの練習場所の確保と活動時間の保証【バレーボール】 

・グループ交流をスムーズ・コンパクト化する学習カードの工夫【バスケットボール】 

５ 次年度への展望 

今年度もコロナ禍の中、研究会や研修会の中止や延期、オンラインへの変更などが続き、来年度も同

様の活動となるか、見通しも立たない状況である。状況次第ではあるが、集合形式での研修が引き続き

難しい状況であれば、今年度のように、参加者を限定するなどの方策をとり、教員が直接意見交換や研

究協議を行う研修の場を企画し、課題の解決へ向けたい。 


